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硫化チタ

69＝ 8

ンの積層不整

　TiS－TiS！の領域では，TiS，Ti冨S日，Ti4S5，Ti3S4，

Ti1S3，Ti5S呂，TiS2といった相が見出されている。

（図1）いずれの構造もSの密充損層を基本としており，

T｛Sと丁壼S2では六方密充損層が基になるが，他の相では

もっと複雑で六方的充坂層と立方的充損層とが混在して

規貝1」的に積み重なっている。TiS2の構造はCdI2型で、八

面体位置のTiを中にはさんだS－Ti－Sサンドイ・ソチから

構成されている。サンドイッチ問は，層内の結合に比べ

れば弱いファンデルワールスカで結ばれ，異方性が期待

される。組成が定比からずれると，過乗1」のTiはファンデ

ルワールス問隙内の八面休位置を部分的に＝［iめるように

なる。組成とともに構造は移り変わるが，TiS2－Ti］．5S2

の領域では完全に満たされたTi層と部分的に満たされた

丁帽（Ti’層と呼、；｛）は交互に積み重なっている。この交

互性はTjI．5S2よりTjが過剰になると成立しなくなる。

　層状遷移金属カルコゲナイドの種々の構造の命名法は

統一的には確立されていない。硫化チタンの場合は密充

損層を基本とした構造であり、S層の数を基にしてCdI1

の多形の場合と同様の呼ぴ方（ラムズデル命名法）を用

いるのが便利である。我々は比較的低温で図2のような

新しい構造のTiユ。エS2（后O，3）の存在を見出したが，これ

らもラムズデル法によれば2H型および6R型とよばれる。

　硫化チタンを合成するとそのX線回折図ではh－kキ3n

（nは整数〕の反射の広11幅化と強度減少の生じているの

がしばしば観測される。従ってTi－Sの相関係をしらぺる

際に積層不整を考慮することが必要であるがこの系では

そのような検討が行われたことがなく，また他の層状遷

移金属硫化物の場合にも定量的な検討は行われていない。

我々は柿木・小村の行列を用いる方法を適用して積層不

整を含む構造の解析を行い，その結果を考慮しての相関

56年 月

係の検討にとりかかった。

　図1，2の各種構造はS層の立方的なつながり方を示

すc，および六方的なつなが■〕方を示すhの記号を用い

て，たとえぱ4Hの場合はchchch…・・のように表示され

ることが多い。積層不整を考える場合にもこの表示法と

関連させやすい積層の単位を選、1｛ことができれば好都合

し
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図1　硫化チタンの（110）断面図

　○，　Sイ立置；■，Ti位置；⑮，　部

　分的に占められたTi位置

（1）



である。たとえば図3に示した単位鰯を用いる。この単

位綴は，S燭2枚と満たされた■r帽三枚とから成るサン

ドイッチと，その上下にあるTi一履の半分ずつとで構成さ

れる。単イ立鰯の杉は8棚類あり，A，8，Cの3櫛の位蹴で

計24番露萎負の層の微み璽なりを考えることになる。8禰の

球｛立繍は（h斗h）．（c斗養），・・・…　，（h－c）．（c＿c）のように表ヵミ

で’き，hとoはS煽の充狽の仕方を表わし，十と一はTi

をはさむS層の位滋がzが増える方1自］でA→B→C→Aと

変化するかA→C→B→Aと変化するかを示す。仮のモ

デルとして12R（cchhcchh・…）と近H（chch・…　）の閲の繊

燭不整を考えてみる。ユ2Rの繊造にαの雛率で4H的な横

臓が不整として入る機三互窒を考え，竹ヲij法を適湘して逆格

子空1普1で10ζの線．j二の固捌童度分布を計算するとT…1．25S2

に対しては1図4の赫梁が得られる。αの他がOから蛸すに

つれて12Rの醐折一1気がぴ方！命1にのびてピーク値は低くな

リ，αの値が玉に近づくと新しく4H獺の逆怜rの｛立擢に

ストり一ク状腹村斤が硯われる様子が氷されている。

　具体…1勺な実験糸吉梁の解オ斤の例として図2の2H烈Ti」」2宮S呈

の場含をホす。T1S2粉末を含成し，これをH2S〃ド至ノ400

の漉含気依流1／＝1で’410℃で81聯舳11熱すると秘層不整を禽む

2印製Ti　l．蝸S2の粉末が得られる。出発物質はT1S1棚である

から，1粒の縞11葦iは蝋位鰍h斗h）のみから，　または（1ユーh）

のみから成っていたとみなせる。徽煽不整は層閥のすベ

リによって導入される。すぺりが1望15のようにサンドイ

ッ刊1増のみで起ると仮定すると，1」＝1発絞予が（蔓1＋h）のみ

から成る土勢含は不整を含む場含も（h＋h），（c寺h）．（h斗c），

（c＋c）の4繍のみから成る籍である。層のつながり’ソテは

表玉のように4つのパラメータα1，α！，α3，α一ヨを閑いて表

わせる。ここでパラメータα1は（h斗h〕畷の次に（王一α；）の

｛i確率で（h＋h）鰯が続きαjの確率で（h今c）層が統くことを：薮

脈していて，パラメータα1，α＝｛、α．；もそれぞ’れ（C令…｝）燭、

（h斗c）層，（c＋c）繍の次に統く糧の統き方の面確率をガ’ミし

ている。これを茱に迦格二f’空n…1で’の匝］析強度う｝布D（ζ）

を膏i’鋼1できる。（h－h〕のみより出発した場含についても，

（h－h），（c－h〕．（h－c），（c－c）に1奨1して圃様に表わせ，粉釆試料

のO（ζ）は1i珂者の和として得られる。これを4、』に粉宋X線

獲1折プロフ4ルを討銘し，実鹸値と比絞してバラメータ

α1～α4の値を決めるむ求められたα1～α一1についての計欝

プロフィルと実掴1j徽の上ヒ較は図6のようによい一致をテ］…

す。α｝～α｛の低からSの秘み通なり方の微槻的なモデルを

得るために読L数表をj1肩いてシミュレーションを言式みると，
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1ヌ16の場含のモデルの一＝郷は・…（1壮h）（h一トh〕（も一←h）（1ユ

斗h）（h＋h〕（h＋C）（C令C）（C斗C〕（C斗C）（C＋C）（CキC）（C斗C）

（c＋c）（c斗h）（1一今h）（h＋h）（h斗h）（h＋h〕（h今h）（h＋簑）（h一ト

h）（h寺h）（b＋h）（1一一沽）（h→一h）（h＋c）（c＋1ユ）（糾州h斗h）

（お斗h）（hキh）（葦一・令賓）（h斗養）（h＋h）（h一トh）（h＋益）（h斗呈ユ）（h＋

h）（葦一十h）（h斗h〕・・・・・・・・・…　のようになる。

　T1S－TiS！の徽域について以1郭Iから多くの研究瀞が榊裟j

f系や搬造について研究しているが，獅究・積によってまち

まちの結梁が裕られていて状態図としては確立していな

い。また；1式料調製の笑験では締梁に・1塚現例1が得られない

ことがしばしばある。これらの不i］一解な槻象は、この系

列の化合物が鰯j1火鮒造であることにi寸昧する。この系夕1」

では六’加勺充」狡榊笠と立’フテ向勺充揃．椛造とのi剃σ）エネルギ

表互　2H－Ti閉S2の層のっづきガのモデル

雰喜（｛十！）繍

錦り籔

　　（C＾）＾（C斗C）。（C斗h）旧（C＋C）H（C＋1ユ）C（C斗C）C

（1一斗h）・（h斗c）。（h＋h）B（h＋c）昭（叶h）。（h＋c）。

一二叢カ｛小さいことカ｛，1望〔，図2の各椛構造カ｛存孝1三する

ことから推定される。また，非舳胃の1痘…移は微層状態の変

化を1必嬰とする。したがって乎衡秋態に逮するまでに訓1

常に長時1糊を1必婆としたり，隙歩には雛安定状態で微／欝炊

態の変化が止ってしまう場倫もあるとして，．．．ト1言己のよう

な炎燃絡果のばらつきは解秋できそうて’’ある。榊繭不柊

を考慮，しての具体向勺な解ヰ斤はまだとリかかったばかりて’

あるが，これらの解析繍梁の一燦秘が臓狐物歪迂の棚隅f系の

解一リ1にとって荷効で’あろうとニテ慾される。
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中華人民共和国を訪問して

　田召辱口56争三3月30豊カ土ら填月8冒迄σ）lO日『閉，　［戸望捧ノ㌧丘芯

共棚墾1（中馴の北京及び上海の砺究所・大学を訪闘する

機会を得た。北京で’は，呼燭科学挽，物理研究所，北京大

学，上海では」二海硅駿塩研究所，」．．二海光郷蕎密機械研究

所，上海冶金研究所，復旦大学の7機鱗を訪間した。上

海では，いわゆる熱烈徴迎を愛けた。今鳳の畔11韮1訪闘は，

簸者にとって初めてであリ，しかもたった10帥司の訪間で

あるので，群」蔚象を撫で’るの感はまぬがれないが，以下

に2～3の印象に残ったことを欝いてみたいと思う。

　1966年にはじまり，ほぽ1O年糊涜いた文化大雌命／文

革）が中畷の科学技術の巡展に深刻な彩響を与えたことは，

｝978年秋より無機材研を訪間しはじめた哨咽人視察固を

通してある棚笠の備轍を得てはいたが，今固の刺韮1訪間

を遜じてそれが予懲を、1二腫1るものであることを実感した。

例えば，．、ヒ海光聯i養密機械研究所の干禰繋所長は，文革の

ため6年！・lrlj研究を停」．1二せざるを得なかったことを指摘して

いる。酬：究者は一崖三れなレ、劣’｛動に従勇募させらオしたり，文革

の槻糺にまき込まれたリして，研究を遂行で’きなかった

ので麦）る。また、同期i’舳］は，舳辰物の発行や学会等の

会余も殆どなかったということであるから，研究停．止は

かなり徽底していたようである。しかし，このような’1鴬

況でも応j三月研究となるとなんとか統けられたところがあ

るという。．i二淋瀦頚菱塩研究所は文革の呈鱗葦蓼をさほど受けてい

ないといわれる。爽際，研究のaCt1Vityはかなり商いとみた。

　文錐時コ切の大学教育は殆どなされなかった。したがって，

現花（3玉±5）才の桝究者数は訓三常に少ない凸30才椀後の

研究省というと棚1＝究｛揃カの盛んな崎期であるからして，

このような年代鰯の欠勿．1は榊翼の科学・披術の進展にと

ってかなりの致命傷となっている。現状を国復するには

少くともあと≡数卒はかかると．轡、われる。

　次に棚＝究機1斐1の誠闘について諮いてみよう凸

　北京の物理研究所（研究黛400名，■技術員200）では，

表弼物理，高圧含成，級溢、1．物理，X線解析等の研究塞を

みた。表耐物理研究室では，分子線エピタクシー装撹が

動きはじめていた。表櫛物理部門のヘッドである林焚達

議11猟究剣こよれば，これは呼咽で初めて’製作したもので，

5年近くの歳月をかけてやっと究成したのだという。

10■oTorrの趨商奥空装磁の中でGaAs膜ができつつあった。

これには，RHEED，Auger分光装澱，1匹1璽概質鐙分析喬十

を備えていた。RHEEDにはLaB6焼繍体1；嚢極を倣用して

いた。調マ・はいいとのことであった。

　、1二海硅駿上盆研究所は，棚下究則50名，技術輿2CO名，惚：

理部100名のセラミ■ソクス硲究所である。所僕の厳策生教授

によれば，硅酸塩餅の主なテーマは次の遜りである。①

人工結‘瓢LiNbO宮，Te02，ダィヤモンド），②ガラス，ア

モルファス材料（ガラスセラミックス，光ファイバー，③強

　　　悠電倣材料（PLZT）、④窒化物及び炭化物セラミッ

クス（S…3N。，サイアロン，SiC），⑤趨イオン伝導体材料

ω一A1203，NAS王CON〕，⑥コーティング材料（駿化物，炭

化物）。これらのテーマは無機材研のテーマとかなり：籔．複

しているが，応帰薯指1言1］の概究が主休となっている。日本

素吾のたくみな張綬慶教授の案内で所内を兇学したが，透

瑚；焼緒体の傲究窒では，電傲のついたPLZTを用いた立

体めがねの実波をしており，錐者もめがねをかけてみた

が，TVから繭繭がとぴだしてくるのにはびっくりさせられ

た。　しかし張教授の謡では，基礎研究の藪襲性も認識し

ておi），命後はその方磁…にもカを注ぎたいといっていた。

　上海光学繍密機械研究蕨は，レーザ掲晩所であり，研

究翼700名，披術節Oo名，衡理搬oo名，総則400名の大

槻模研究所である。ユ4の研究舳’I1lをもつ白レーザは峠咽

の璽要研究の一つであり，平禰灘所授によれば，現豹1，他

にも20ヶ所の研究所で研究がすすめられているという。

金重永成教授の楽内で，6卒のレーザビームを3方ぽi」より

夕一ゲットチャンバーに照射し，核反応をおこさせる装

綴や，レーザ材料の燦緒［黒漕成装澱などを兇学した血

　この他に．．．．i二海冶金研究所（■積板と違って半導体研究が

主），北京大（無綴電系），復．園、大（物理系〕を訪闘した。

　今順1訪閥したどの巧冴究機関でもそうで’あったが，笑繊

装擬，測定装滋は数えるほどの例外を除いては刺藁1製で

あった。［ヨ…i産披術の奨励はもとより1ヨ…1策ではあろうが（

緊繍財政下でもある），我［垂1の科箏技術の発蟹が外酬支

術の導入・1吸収に一細岐えられてきたことを考えると，

中1巽1は我蔓…1とは異った生き」方をしているという感じを・受

けた血ちょっとした大壬製装｛1蒙でも各々の研究所のワーク

ショップて’製作しており，その微術1葦詞発には棚当力を入

れている。中1垂1は持ち飾のプライドと、■き、の一疑い養’i’磁にし

たがって，独i自の遺を歩みはじめているのかもしれない。

　搬後に，今度の［1＝ヨ目三1効闘の爽現に当■〕，1裟1イ系者にはか

なI〕のご尽カをいただいた。厚く篠11礼［善1し．．1二げる。

　　　　　　　（第12研究グルーブ総合研究官　石沢芳夫）

（雀）
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婁竃988988」腎

ニウム合金材の塗膜形成法

　　概婆
　本発田帽はアルミニウム合金材の塗詞襲形成法，特に，Fe2

03．ぎeヨ〇一コ籍の鉄駿化物を分布含循1するアルミニウム含

金材の塗鱗形成法に1嚢1するものである。

　従来から、縫築禰材響に用いられているアルミニウム

含金材の表爾は，アルミニウム含金材を陽磁駿化処理し

て形成したアルミニウム駿化物皮膜を’’ド地として、その

上に塗装仕上げを施こし，表耐童化を図っていた。しか

し，このような方法では密蒲性などの瀞1音1三能にはまだ改

良すべき間題が残されていた。

　本獅凋の方法は，Feユ、O～5，O％を含むアルミニウム含

金材を陽極駿化処理することによって，Fe203若しくは

Fe昌〇一1の何れか又は双方を分布含有するアルミニウム駿

化物皮膜を形成し，弓1き統いて，このアルミニウム含金

材をエマルジョン塗栂申で電蒲塗装することで塗膜を形

成する。

　これによリ，従来のものよリ密蒲一1裟に優れ，樹’薬［冒I例1

にも優れたアルミニウム含金材の塗膜が形成できる。

アルミニウム電解ニコンデンサー用誘導体

　発｛リ1者山口成人，［出鮒一ト■秀夫，商概俊郎

　公昔日召和54隼繁20648号
　登　　　　　　婁藷986603』琴’

　　概　饗

　苓発洲ま商誘燈率のアルミニウム電解コンデンサーJ二同

鰯窺体に関するものである。アルミニウム電解コンデン

サーは，他の形式のコンデンサーに比較して、1粋竃容11詮

が大きく，廉棚のために広く湘いられている由

　従來，アルミニウム電解コンデンサー湘誘電体はアル

ミニウムの駿イヒ皮1漢が胴いられているが，その誘電率は

7～lOと限度があり，この点改善が望まれていた。

　本発明のアルミニウム電解コンデンサー閑毒秀電休は，

1一玉O．O％の欽分を禽むアルミニウム材を湯極酸化皮膜処

理して形成した駿化皮膜から成り，鉄分をFe203若し

くはFe30’の形武の鋏駿化物として均一に言亥皮1膜巾に分

散され月、つ少くとも王O以．1二の商誘導．率を有することを特

徴とするものである。

　これにより，鉄分が多く含まれているような純度の悪

いアルミニウムを用いて，誘導卒10以」二の電解コンデン

サー用誘導休を容易につくることができる。

一外部発表一
※　投　　　　稿
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塊 正蔀
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915 蹄総n。舳搬榊融跳tebythe rI1閥 英毅 J，Mater－Sci、 15 （ユ980〕

24．28

916 Surf日ce　St…一uctures　of　Synthetic　Diamonds 神悩 久生・赤耳＝三 焚 J．Mater，Sc1． 15 （ユ980〕
作奮雄　u．」1間 脩炎 27嬉3

稲帳 脩

9／7 糾鮒繍甑淵孟、謡、a牒鵬ompou1／d 鮎鞍識 三三友 1護 J，Matel’．Sci、 15 （1980）

2915

918 亭撫胤燃撤緒、豊α1St倣met「iC 依伯 ≡髪」1賛、 ・光・輿喜 5th　Int’l　SymPosium　Higb　Purity
Mater纈1s　jo　Sci．a…1d　Techs．

P宣・OC．1 （PreParati㎝〕
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SORと舳隻1分解…製棚置予分光 衡野　三1三和

緑㈱鰹
12月9日

ミクロチャンネルプレートワォトマルを用いる時棚関燦光二r’膏i一数法のi馴日分解能

江良　苗智・南不二雄 理研シンポジウム 12月u日
ピコ秒レーザーとピコ秒分光

セラ…ツク織占11の1MV　i姜看分解能電鰍こよる繍遺解析（方法と1む舳列）

堀内　繁雄 來楽大学物榊∬究1’折物悩櫛螂汗究会 ユ2月ユ2日

ダンデムシンクレナスポンプによるサブピコ秒バルスの発圭k 衛　不二雄・江良　　脩 理研シンポジウム 12月12日
ピコ秒レーザーとその分光
の応拝…

焼総1㈱淋の特『喰 松嗣　仰一 セラ…ツク粉体の製遼技 12月ユ5日
術

タ’イヤモンドセルの偽洛讃旺炎験への孟簑用 下村　理・則璽僑爽巾沢　躯，リ1蔓・綴長　　脩 桝鱗興金淋セミナー組．奄庄研究地球物 1月11日

（Appl1catio竈of　a　l⊃i日mond－cel1to　High　temperature　a螂d

PressureE・periments〕 瑠1への応刷鵡2回）

念榊流二、篶撤榊啓。、t，1） 橘帳　　脩・制悩　久妓 日本学術娠興会日米セミ 1舳鯛ナー趨商庄研究地球物
理里への応剛熱2則

SORを光源とする光電予分光法による8　Xe，Laを含む一連の元索のεf1励鰹状悠　二二三のイヒ｛主坪勿のパンド塙篭、遊の垂汗’究

誇聖更正琴口 爽大物理学金連轍会 1月20日

SiCのプ｛方楕予並莇の麦団転によって得られる粒界のエネルギー 糊股　沓三・，．．．ヒ杓’1場一燃 鏑19鉋窯幾姥礎喬寸言禽会 ユ月28日
丼」二籍三郎・日ヨ1辛　焚三蓼

｛A汀　A子f｛’〕B’’｛03の組成変動 掛jll一緯・晃利　糸1竈一 剃9［画窯1薬薬礎諦諭会 且月28日
桁黒　宏之・献姦紘一螂
白釦奪　僑一

原二戸何蓑キ≡着償哲一まチタン駿バリウムの半導『唯 掛川　一薙・商橋紘一郎 剃9測露紗甚礎奮寸論会 い『28碧
毛利　純一・舳奇　儀一

El］堀1j淡による…〕b5｛Ge，S1〕301］焦一1置性ヨ葵のf乍成
蜥紘二護1離洗鯉 棚9回窯1錐姥礎喬寸論会 1月28日

α一サイピロンの焼結 三友　　I灘・僑慶　　條 第19⑱窯薬姥礎書寸論会 玉月288

MgO－A120彗系の馴審に関する研究 篭利　約彦 剃9固窯．幾災礎詞’；総会 1月28日

B繧㌻i○＝舌系ミ土1士導f木の簸麦藷書推：≡…支と；諦欄…管モ

麟†鰍紘二轟 榊9固窯薬拠確蕎寸論会 1月28日

峯ヨ1由奇　i護一

ホ・バプレスZηOの雛造欠陥 守沓　循介・池．ヒ隆康 棚9回窯薬榔楚討、論会 1月28日
山村　　’1蕗・渡辺　1写≡1弱

舳奇　儒一

NiFe20ザCuFe呈04圃溶等における磁気自勺桝質 1」」1村　　’鱒・渡辺　1リ1蝪
湘　。鎌1守書縮介郎奇　僑一

榊9［蔓1窯裟災礎薔寸；総会 〕『28昌

雛1．￥署9燃繍綻及ぼす不純物 1‘1ヨ山奮i奮一．篤田イ51コー怖芸　循介・洲1B　籔 籟／胴窯錐災礎喬寸総会 〕ヨ28臼

Ge02－Na20系ガラスにおけるGeの擶所r繊遊 特商鱗：繍繊 嫌19魎窯薬嫉麟寸論会 1月28日

j斡繍■鴇YAG吋］における酸繁イオン拡敵 ヨ細　　鍛・鮒｛端人 棚咽窯薬撫縫言寸論会 1月29日
釧奇　修一

Fz法による雌緒≡寮1Mg－Fe－Al一○系スピネルの含成 羽棚　雛・坂内英典 棚9回窯樂堪礎誠総金 互月29臼
山村　　燃・自崎信一

LiFeS竈○、；の絡琵I化学＝ 渡辺　1掲努・1」」村　　†専 鱗19測窯．薬雌礎奮寸論金 1月291ヨ
磯普晴光n三・松排　奥茨
匡鵬　イ竃一・

物偽1研SOR将来喬十麦簸に僕1して 繊チ正利］ 策大　物榊冴 1月29日

ホ・パ・プレスZo○における洲霞欠陥の‘＝k成機燃 笥沽　偽介・小松　和蔵 文舳嫁総含研究会 2月2日
希ニヒ韮頁添加8aTj03系の拡微 洲11］　…篠・舳奇　脩一 」文脇徽総余研究会 2月3E1
スピネルーイルメナィトにおけるFe，Mgのう己索分1紀 小鮒　　兇 日本拳沁鉱物鉱1宋学会

学1術；繍寅会
2j弓3；ヨ

遭移制義巌化物の表窪醐繍抑11 大脇　一1£呼
プラズマ峨1縦棚η1作j羽弼f究会

2月20日

駿化物ガラスの密度ゆらぎとX線小角敵胤 牧脇　亮事事
エネルキL分敵誓…小矧枚糺看11J羽者念灘

2月23日

1場旺r・湖繊の応J詞 ；棚．1榊唯 日本豚予力産薬会灘
放蝪泉棚目研究会

2月24臼

機能セラ三・ソクスの液ヰ目焼総 下仰菊次螂 讐蟻ζ㌶燃讐 2月25日

セ三ナー

マイクロコンピューターの繍■霊1成・災への応月〕 寓沢　童1－1入 熱78團繍，罫江、1茅1分科会 2｝ヨ27正ヨ

研究会
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題 目 発　　表　　者 学　　協会等 発表日

励起状態の状態分析 青野　正和 工業技術院分析研究総含 3月ユO日
推進会議

非酸化物セラミックスの焼結について 猪股　吉三 ファインセラミックスの研 3月18日
究開発と利用・応用技術
の検討講座

チオ尿素の変調波 山本　昭二 中性子回折専門研究会 3月工8日

高レベル放射一1生廃棄物の岩石固化について 藤木　良規 産業技術出版・特別講座 3月18日
原子力安全対策シリーズ

★M　E　M　O★

訪

　4月7日　Andrew　Robertson氏（イギ1」ス人）の訪問

があつ，結晶含成装置ほかの見学をされた。

　4月8日　Michael　Hatcher氏（スウェーデン人）の訪

間があり，結晶合成装置ほかの見学をされた。

　4月ユ7日　AngHowChee氏（シンガポール科学技術

会議議長）の訪問があリ，結晶合成装置ほかの見学をさ〃こ。

外国人研究者

　フランス　ボルドー大学固体化学研究室Dr．Jean－Pierre

Bomet上細カ手を「超高圧電顕を用いた無機物質の構造の

キヤラクタりゼーション」の研究のため昭和56年2月3日よ

り8月2日までの予定で受入れた。

　最近の出版物

無機材質研究所研究論文集 第7集
研　究　会

所内一般公開
　高圧力研究会（第25回）　3月13日　「最近の窒化物

セラミックスのHIP焼結」の議題で開催され，討論が行

われた。

　ゲルマン酸塩研究会（第3回）　3月19日　rけい酸

カルシウムの相転移とその高温顕微鏡による観察」の議

題で開催され，討論が行なわれた。

　結晶成長研究会（第26回）　3月24日　「最近の集光

Fz法結晶育成の動向」の議題で開催され，討論が行なわ

れた。

　電子放射研究会（第8回〕　4月18日　「（1）凝一次元

物質Hg筥一。AsF6の合一1生と物性　（2〕カリウムの電荷密度波

について」の議題で開催され，討論が行なわれた。

海外出張

　第12研究グループ総合研究官　石沢芳夫は，　「無機材

料技術に関する日中研究協力推進の協議」のため，昭和

56年3月30日から4月8日まで中華人民共和国へ出張し

た。

　科学技術週問に伴い，当研究所は4月ユ7日（金）に所

内を一般公開した。

　当日は，試験研究装置や各種測定装置などを公開した。

電子顕微鏡の観察やダイヤモンドの合成装置をはじめ映

画やスライドなどの催しに中学生から専門研究者に至る

まで多数の見学者があった。

ダイヤモンド合成装置の説明をきき

その利用をビデオで見る見学者

学位授与

氏　　　名 論　　　　　文　　　　　名 授与．年月日　　授与大学 学位名

酒井　利和　　A1N－A／20宮系焼結体に関する研究 昭和56年3月31日　東京工業大学　工業博士

発　行　日

編集・発行
昭和56年6月1日　第69号
科学技術庁　無機材質研究所
NATIONAL　INSTITUTE　FOR　RESEARCH　IN　INORGANIC　MATERIALS

〒305　茨城県新治郡桜村並木1丁目1番
電話0298－51－3351
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